
JP 6801445 B2 2020.12.16

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）ピロリドンカルボン酸又はその塩を含有することを特徴とする、食物残渣汚れ用
義歯防汚剤組成物。
【請求項２】
　（Ａ）ピロリドンカルボン酸又はその塩の含有量が０．１～２０質量％である請求項１
記載の食物残渣汚れ用義歯防汚剤組成物。
【請求項３】
　更に、（Ｂ）界面活性剤を含有する請求項１又は２記載の食物残渣汚れ用義歯防汚剤組
成物。
【請求項４】
　（Ｂ）界面活性剤が、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレン硬化
ヒマシ油、グリセリン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル及びアルキロールアミ
ドから選ばれる１種以上のノニオン性界面活性剤である請求項３記載の食物残渣汚れ用義
歯防汚剤組成物。
【請求項５】
　（Ｂ）界面活性剤の含有量が０．１～２質量％である請求項３又は４記載の食物残渣汚
れ用義歯防汚剤組成物。
【請求項６】
　（Ａ）／（Ｂ）が質量比として０．２～５０である請求項３～５のいずれか１項記載の
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食物残渣汚れ用義歯防汚剤組成物。
【請求項７】
　液体である請求項１～６のいずれか１項記載の食物残渣汚れ用義歯防汚剤組成物。
【請求項８】
　コーティング剤である請求項１～７のいずれか１項記載の食物残渣汚れ用義歯防汚剤組
成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、義歯への汚れ、特に食物残渣汚れの付着を抑制する義歯防汚剤及びこれを含
有する義歯ケア組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　義歯汚れには、食物残渣（以下、食渣と記載。）、デンチャープラーク、ステイン、歯
石等があり、水洗だけでは除去できない。食物残渣とデンチャープラークの除去には、ブ
ラッシングが必要であり、ステインはブラッシング又は義歯洗浄剤を使用しないと除去す
ることができず、歯石は歯科医による機械的除去が必要である。
　しかし、義歯は、構造が複雑である上に一部が金属で形成されているため、ブラッシン
グによって完全に汚れを除去することはできず、義歯を傷つけてしまうおそれもあり、ま
た、義歯洗浄剤による洗浄によって汚れを完全に除去することは難しく、洗浄成分によっ
ては義歯が変色や損傷する問題もあった。
【０００３】
　このような点から、義歯表面をコーティングして汚れが付着するのを防止し、汚れても
容易に除去し得るようにした義歯ケア用の製剤が市販されている。例えば、界面活性剤を
含む洗浄液等を含浸させた不織布を用い、義歯を擦って付着した食べ物由来の汚れを除去
し、同時にコーティングして汚れの付着をある程度は防止することが可能であるが、義歯
に汚れが付着するのを満足に防止することは難しかった。
　特許文献１、２（特開２０００－１７８１５９号公報、特開２００１－１７２１５２号
公報）には、保持剤にシリコーン油、更には界面活性剤を含浸させることによって、義歯
の汚れを除去しながら、義歯をコーティングし、汚れ付着阻止効果及び易洗浄効果を与え
る義歯ケア剤が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－１７８１５９号公報
【特許文献２】特開２００１－１７２１５２号公報
【特許文献３】特開２０１４－４０４０８号公報
【特許文献４】特開平１１－３５９８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上記事情に鑑みなされたもので、義歯への汚れ、特に食渣汚れの付着抑制効
果が優れる義歯防汚剤及びこれを含有する義歯ケア組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者は、上記目的を達成するため鋭意検討を行った結果、（Ａ）ピロリドンカルボ
ン酸又はその塩が、特に義歯への食渣汚れ、つまり口腔内の食べかす等の汚れが付着する
のを防止する作用に優れ、義歯防汚剤として有効であり、この成分（Ａ）を義歯ケア組成
物に配合することによって、義歯への食渣汚れの付着を効果的に抑制し、汚れの付着を防
止して義歯をきれいかつ清潔に保持できることを知見した。更に、成分（Ａ）に（Ｂ）界
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面活性剤、特に特定のノニオン性界面活性剤を組み合わせることで、上記汚れの付着抑制
効果がより向上し、また、味の良い良好な使用性も保持できることを知見し、本発明をな
すに至った。
【０００７】
　本発明の成分（Ａ）を配合した義歯ケア組成物は、これに義歯を浸漬するなどして義歯
に適用すると、義歯表面に成分（Ａ）が付着してコーティングされ、食べ物由来の物質（
食渣汚れ）が付着するのを防止でき、また、付着しても容易に除去することも可能となる
。更に、成分（Ｂ）を併用すると、上記付着防止作用をより高めることができ、また同時
に、成分（Ｂ）には苦味や異味があるにもかかわらず、成分（Ａ）と成分（Ｂ）とを好ま
しくは（Ａ）／（Ｂ）の質量比が特定範囲内で併用すると、成分（Ｂ）由来の苦味や異味
を発現させることなく使用性も良好に保持できる。
　本発明によれば、化粧料の保湿成分などとしては公知であるピロリドンカルボン酸又は
その塩が、義歯用製剤に応用すると、後述の実験例に示すように牛脂汚れといった義歯に
頑固に付着する食渣汚れであってもその付着を高率で抑制する、予想外の作用効果を奏す
る。本発明では、洗浄作用がある界面活性剤の単なる使用では達成されない、特異的かつ
格別な作用効果を与える。
　特許文献３（特開２０１４－４０４０８号公報）では、歯垢付着抑制効果が優れる洗口
剤等の液体口腔用組成物がピロリドンカルボン酸塩を含有するが、これはカチオン性殺菌
剤及びカチオン性高分子による歯垢付着抑制である。特許文献４（特開平１１－３５９８
７号公報）は、過酸化物を含有する硬質表面用固形洗浄剤組成物へのピロリドンカルボン
酸塩の配合を開示するが、これは発泡剤である。これらに対して、本発明は、（Ａ）ピロ
リドンカルボン酸又はその塩による義歯の防汚であって、義歯への食渣汚れの付着抑制で
ある。
【０００８】
　従って、本発明は、下記の食物残渣汚れ用義歯防汚剤組成物を提供する。
〔１〕
　（Ａ）ピロリドンカルボン酸又はその塩を含有することを特徴とする、食物残渣汚れ用
義歯防汚剤組成物。
〔２〕
　（Ａ）ピロリドンカルボン酸又はその塩の含有量が０．１～２０質量％である〔１〕記
載の食物残渣汚れ用義歯防汚剤組成物。
〔３〕
　更に、（Ｂ）界面活性剤を含有する〔１〕又は〔２〕記載の食物残渣汚れ用義歯防汚剤
組成物。
〔４〕
　（Ｂ）界面活性剤が、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレン硬化
ヒマシ油、グリセリン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル及びアルキロールアミ
ドから選ばれる１種以上のノニオン性界面活性剤である〔３〕記載の食物残渣汚れ用義歯
防汚剤組成物。
〔５〕
　（Ｂ）界面活性剤の含有量が０．１～２質量％である〔３〕又は〔４〕記載の食物残渣
汚れ用義歯防汚剤組成物。
〔６〕
　（Ａ）／（Ｂ）が質量比として０．２～５０である〔３〕～〔５〕のいずれかに記載の
食物残渣汚れ用義歯防汚剤組成物。
〔７〕
　液体である〔１〕～〔６〕のいずれかに記載の食物残渣汚れ用義歯防汚剤組成物。
〔８〕
　コーティング剤である〔１〕～〔７〕のいずれかに記載の食物残渣汚れ用義歯防汚剤組
成物。
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【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、義歯への汚れ、特に食渣汚れの付着抑制効果が優れ、また、味も良く
使用性も良好な義歯防汚剤及びこれを含有する義歯ケア組成物を提供できる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明につき更に詳述する。本発明の義歯防汚剤は、（Ａ）ピロリドンカルボン
酸又はその塩を有効成分とする。
【００１１】
　（Ａ）ピロリドンカルボン酸又はその塩は、義歯防汚作用を奏する。
　ピロリドンカルボン酸は塩でもよく、その塩としては、例えば酸付加塩、塩基付加塩、
アミノ酸塩が挙げられる。その具体例として、塩酸塩、臭化水素酸塩、硫酸塩、ヨウ化水
素酸塩、硝酸塩、リン酸塩等の無機酸塩；クエン酸塩、シュウ酸塩、酢酸塩、ギ酸塩、プ
ロピオン酸塩、安息香酸塩、トリフルオロ酢酸塩、マレイン酸塩、酒石酸塩、メタンスル
ホン酸塩、ベンゼンスルホン酸塩、パラトルエンスルホン酸塩等の有機酸塩；ナトリウム
塩、カリウム塩などのアルカリ金属塩、カルシウム塩、マグネシウム塩などのアルカリ土
類金属塩、銅塩、亜鉛塩、アルミニウム塩、アンモニウム塩等の無機塩基塩；トリエチル
アンモニウム塩、トリエタノールアンモニウム塩、ピリジニウム塩、ジイソプロピルアン
モニウム塩等の有機塩基塩；リシン塩、アルギニン塩、ヒスチジン塩、アスパラギン酸塩
、グルタミン酸塩等のアミノ酸塩が挙げられる。これらの塩の中でも水溶性の塩が好まし
く、より好ましくは水溶性のアルカリ金属塩、特にナトリウム塩、カリウム塩である。
　ピロリドンカルボン酸又はその塩としては、市販品を使用することもできる。例えば、
味の素（株）から発売されているピロリドンカルボン酸ナトリウム「ＡＪＩＤＥＷ（登録
商標）　Ｎ－５０」、ピロリドンカルボン酸「ＡＪＩＤＥＷ（登録商標）　Ａ－１００」
等が挙げられる。
【００１２】
　本発明では、（Ａ）ピロリドンカルボン酸又はその塩に、（Ｂ）界面活性剤を併用する
と、成分（Ａ）による義歯の食渣汚れ付着抑制効果が向上し、味のよい良好な使用性も与
える。
【００１３】
　（Ｂ）界面活性剤としては、ノニオン性界面活性剤を使用し得る。ノニオン性界面活性
剤としては、例えばポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレン硬化ヒマ
シ油、グリセリン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、アルキロールアミド等が
挙げられ、中でも、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ソルビタン脂肪酸エステル、
とりわけポリオキシエチレンアルキルエーテルが好ましい。
　また、ポリオキシエチレンアルキルエーテルのエチレンオキサイドの平均付加モル数（
Ｅ．Ｏ．）は、１５～３０が好ましく、アルキル基の炭素数は１２～１８が好ましい。ポ
リオキシエチレン硬化ヒマシ油のエチレンオキサイドの平均付加モル数（Ｅ．Ｏ．）は４
０～１００が好ましい。これらを満たすと、食渣汚れ付着抑制効果がより改善する。
　これら界面活性剤は、市販品を使用し得る。
【００１４】
　本発明の義歯防汚剤は、義歯用製剤、特に義歯ケア組成物に配合することができる。こ
こで、義歯ケア組成物とは、義歯に汚れが付着するのを防止してきれいかつ清潔に保つの
に用いられる製剤である。また、義歯ケア機能（防汚機能）を有する義歯洗浄剤とするこ
とも好ましい。このような製剤の剤型としては、例えば、義歯用の浸漬剤、塗布剤、スプ
レー剤、シート剤などが挙げられる。 
【００１５】
　この場合、（Ａ）ピロリドンカルボン酸又はその塩の配合量は、組成物全体の０．１～
２０％（質量％、以下同様）が好ましく、より好ましくは２～２０％である。０．１％以
上であると、食渣汚れ付着抑制効果が十分に得られる。２０％以下であると、成分（Ａ）
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に由来する苦味や異味の発現を十分に防止できる。
　なお、義歯防汚剤として成分（Ａ）を単独で配合し、成分（Ｂ）が無配合の場合には、
特に食渣汚れ付着抑制効果の点から、成分（Ａ）を組成物全体の３％以上、特に１０％以
上配合すると、食渣汚れ付着抑制効果がより優れ、更に効果的である。
【００１６】
　また、（Ｂ）界面活性剤を配合する場合、その配合量は、組成物全体の０．１～２％が
好ましく、より好ましくは０．５～１％である。０．１％以上であると、食渣汚れ付着抑
制効果が満足に向上し、２％以下であると、成分（Ｂ）由来の苦味や異味の発現を十分に
抑制できる。上記配合量の範囲内において、（Ｂ）界面活性剤のそれぞれの配合量は、組
成物全体の０．１～２％、特に０．５～１％が望ましい。
【００１７】
　本発明において、成分（Ａ）と成分（Ｂ）との量比を示す（Ａ）／（Ｂ）は、質量比と
して好ましくは０．２～５０、より好ましくは４～２０である。この範囲内であると、食
渣汚れ付着抑制効果がより優れ、また、苦味や異味がより抑えられ使用性がより良好とな
る。
【００１８】
　本発明の義歯ケア組成物には、上記各成分に加えて、組成物に必要な任意成分を配合す
ることができる。任意成分としては、湿潤剤、薬用成分、溶剤、甘味剤、防腐剤、香料等
が挙げられる。これらは本発明の効果を妨げない範囲で配合し得る。以下に任意成分の具
体例を示すが、本発明の組成物に配合可能な成分はこれらに限定されるものではない。
【００１９】
　湿潤剤としては、グリセリン、プロピレングリコール、ブチレングリコール、ジブチレ
ングリコール、ポリエチレングリコール等の多価アルコールが挙げられる。湿潤剤は、義
歯装着性の良さの観点から、１％以上、特に１～５０％配合することが好ましい。
【００２０】
　薬用成分としては、塩化セチルピリジニウム、クロロヘキシジン、グルコン酸亜鉛、ク
エン酸亜鉛等の殺菌又は抗菌剤、縮合リン酸塩、エタンヒドロキシジホスフォネート等の
歯石予防剤などが挙げられる。これらの配合量は、有効量である。
【００２１】
　溶剤としては、水や、エタノール等の炭素数１～３の低級アルコールを配合し得る。な
お、特にエタノールは、義歯への為害性の観点から配合量が３０％以下、特に２０％以下
であることが好ましく、無配合（０％）でもよい。
【００２２】
　甘味剤としては、サッカリンナトリウム、キシリット、ソルビット等が挙げられる。防
腐剤としては、安息香酸ナトリウム、パラオキシ安息香酸メチル、パラオキシ安息香酸エ
チル、パラオキシ安息香酸ブチル、エチレンジアミン四酢酸塩、塩化ベンザルコニウム等
が挙げられる。
【００２３】
　香料としては、ペパーミント、スペアミント等の精油、レモン、ストロベリー等のフル
ーツ系のエッセンス、ｌ－メントール、カルボン、オイゲノール、アネトール、リナロー
ル、リモネン、オシメン、シネオール、ｎ－デシルアルコール、シトロネロール、ワニリ
ン、α－テルピネロール、サチリル酸メチル、チモール、ローズマリー油、セージ油、シ
ソ油、レモン油、オレンジ油等が挙げられる。
【００２４】
　なお、本発明組成物を義歯洗浄剤として調製する場合は、義歯洗浄成分として一般に使
用されている洗浄成分、例えば過炭酸ナトリウム、過ホウ酸ナトリウム等の過酸化物、次
亜塩素酸又はその塩、亜硫酸塩などの酸化剤や漂白剤、酵素、殺菌剤などを使用すること
ができる。
【００２５】
　組成物のｐＨ（２５℃）は、特に義歯への為害性の観点から、５～９が好ましい。なお
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、必要に応じてｐＨ調整剤を使用してｐＨ調整することができる。ｐＨ調整剤としては、
リン酸、クエン酸、リンゴ酸、グルコン酸、マレイン酸、コハク酸、グルタミン酸やこれ
らの塩、乳酸、塩酸、酢酸、硝酸、水酸化カリウム等が挙げられる。
【００２６】
　本発明において、義歯ケア組成物の形態は限定されないが、特に液体として好適に調製
される。また、その剤型は特に制限されないが、液体製剤や固形製剤が想定され、特に液
体製剤が好ましい。なお、液体製剤に調製し、スプレー容器に収容してスプレー製剤に調
製したり、紙又は不織布などのシート状で吸収性のある保持材に含浸させ、義歯ケアシー
トなどに調製してもよい。義歯ケアシートでは、義歯表面に成分（Ａ）を塗布して付着さ
せ、コーティングするだけでなく、義歯表面を擦ることによって物理的に汚れを拭き取る
ことも可能であり、より一層の防汚効果を期待できる。
【００２７】
　義歯ケア組成物の義歯への適用方法は、剤型に応じた方法を採用でき、特に限定されな
いが、義歯表面に確実に塗布されて付着し、全面にコーティングされるように適用するこ
とが好ましい。例えば、義歯を投入して浸漬させる方法、義歯表面に噴霧して塗布する方
法、含浸させたシート状等の保持材で義歯表面を擦って塗布したり、更には拭き取るなど
の方法を採用できる。
【００２８】
　この場合、義歯への適用時間は、適用方法にもよるが、浸漬させる方法で適用する場合
は、浸漬時間は義歯全体に組成物が行き渡る時間であれば、特に限定されない。適用後は
、洗い流してもよいが、洗い流すことなくそのままの方が望ましい。
【実施例】
【００２９】
　以下、実験例、実施例及び比較例、処方例を示し、本発明を具体的に説明するが、本発
明は下記の実施例に制限されるものではない。なお、下記の例において％は特に断らない
限りいずれも質量％を示す。
【００３０】
　［実験例］
　表１～３に示す組成の義歯ケア組成物を常法により調製し、得られた義歯ケア組成物を
薬液として用い、下記方法によって評価した。表１～３に示す結果が得られた。
【００３１】
＜食渣汚れ付着抑制効果の評価方法＞
（１）食渣汚れの作製
　牛脂（和光純薬工業（株）製）にスダンＩＶ（東京化成工業（株）製）を０．１％添加
したものを食渣汚れとして用いた。
（２）食渣汚れ付着抑制効果の評価
　義歯床モデル（アクリル板、縦２０ｍｍ×横３０ｍｍ×厚さ５ｍｍ）を薬液５０ｍＬに
１０秒間浸漬させた後、１．５ｇの食渣汚れに蒸留水１００ｍＬを加えた溶液に１０秒間
入れて、一定の速度で引き抜いた。その際にアクリル板に付着した牛脂量を測定し、下記
式により食渣汚れ付着抑制率を算出した。得られた付着抑制率から下記の判定基準に従っ
て評価した。
食渣汚れ付着抑制率（％）
＝（薬液未処置時の牛脂付着量－薬液処置時の牛脂付着量）／薬液未処置時の牛脂付着量
×１００
　食渣汚れ付着抑制効果の判定基準：
　　＋＋＋＋：７０％以上
　　＋＋＋：　５０％以上７０％未満
　　＋＋：　　３０％以上５０％未満
　　＋：　　　１０％以上３０％未満
　　－：　　　１０％未満
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【００３２】
＜使用性のよさの評価方法＞
　義歯床モデルを薬液５０ｍＬに１０秒間浸漬させた後、口に含んだ際の苦味や異味のな
さについて、判定士５名が下記の判定基準に従って判定した。５名の平均値を求め、下記
の評価基準に従って評価し、義歯装着時の苦味や異味のなさを判断した。
　使用性のよさ（苦味や異味のなさ）の判定基準：
　　４点：非常に良い
　　３点：良い
　　２点：あまり良くない
　　１点：非常に良くない
　評価基準：
　　◎：平均点３．５点以上
　　○：平均３．０点以上３．５点未満
　　△：平均２．０点以上３．０点未満
　　×：平均２．０点未満
【００３３】
　使用原料の詳細を下記に示す。
（Ａ）ピロリドンカルボン酸ナトリウム
　（商品名；ＡＪＩＤＥＷ（登録商標）　Ｎ－５０、味の素（株）製）
（Ｂ）ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油
　（商品名；ＮＩＫＫＯＬ　ＨＣＯ－６０、Ｅ．Ｏ．６０、日光ケミカルズ（株）製）
（Ｂ）ポリオキシエチレンアルキルエーテル
　（商品名；ＥＭＡＬＥＸ６１５、Ｅ．Ｏ．１５、日本エマルジョン（株）製）
（Ｂ）グリセリン脂肪酸エステル
　（商品名；サンソフトＱ－１４Ｓ－Ｃ、太陽化学（株）製）
（Ｂ）ソルビタン脂肪酸エステル
　（商品名；ＮＩＫＫＯＬ　ＳＳ－１０Ｖ、日光ケミカルズ（株）製）
【００３４】

【表１】

【００３５】
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【表２】

【００３６】
【表３】

【００３７】
　［処方例］義歯洗浄剤
（Ａ）ピロリドンカルボン酸ナトリウム　　　　　　　　　　５％
（Ｂ）ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油（Ｅ．Ｏ．６０）　　０．５
塩化セチルピリジニウム　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
キシリット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
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パラオキシ安息香酸メチル　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
パラオキシ安息香酸プロピル　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
メントール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％
　（Ａ）／（Ｂ）＝１０
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